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　今までも「職務型人事への転換」が課題に挙げら
れる機会は何度もあった。しかし，日本社会の組織
構造に合致し，使い勝手のよかった，完成度の高い「職
能型人事制度」を覆すまでには至らないという歴史
を繰り返してきたのはご承知の通りだ。「能力に応じ
た処遇」という公平感と「経験の蓄積で能力は高まり，
獲得した能力は劣化しない」という前提から，職能
型人事が“結果的に年功的な処遇を許容する”日本
的運用にフィットしてきたからに他ならない。ただ，
皆様うすうす感じていらっしゃる通り，今はその大
前提が怪しくなっている。少年が「王様は裸だ」と
指摘するがごとく，若手からは「働かないおじさん」
への疑問が顕在化している。感情（納得性）を抜き
にしても，ビジネスモデルの変化スピード，グロー
バル対応，人材獲得競争（人材流動性），戦略的人件
費配分，格差解消（同一労働同一賃金），など優先し
て合理的処遇を求める環境はすでに整いつつあると
いえるだろう。もちろん，突然，欧米型へ切り替え
るというのは無理がある。「ポスト職能資格」の人事
制度モデルを知見豊富なコンサルタントに提案して
いただいた。 （編集部）
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